
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日 2020年 3月 26日                     

都市名・国 町田市（東京都、日本）                

 

取組の名称 
町田市生涯学習センター×第三世代が考えるヒロシマ「」継ぐ展 2019 

「子どもも学べる平和イベント」 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 ☑自治体 □ＮＧＯ ☑複合（『ﾋﾛｼﾏ「」継ぐ展実行委員会』との共催） 

テーマ・目的 
戦争の悲惨さと平和の尊さについて、また人のきずな、国際平和について考

える機会とする。           

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

子ども・保護者・市民・ボランティアなどのべ 2,286名 

実施場所 町田市生涯学習センター内 学習室、ホールなど 

実施期間 

2019年 7月 20日(土)・8月 3日(土)≪プレイベント≫ 

8月 5日(月)～8月 9日(金)（5日間） 

1985年から毎年夏に開催している。 

取組の概要 

【生涯学習センター企画】①戦時資料展 ②昔遊び（けん玉・お手玉等）コーナー ③絵手紙・一枚のはがき掲示（平

和をテーマに市内子どもたちが書いた絵手紙・市民の方が戦時中のことを綴ったはがき掲示） ④将棋教室 ⑤子ども

クッキング ⑥ピースキャンドル制作体験 ⑦広島・長崎の原爆被爆体験者のお話と講演（桐谷多恵子長崎大学核兵器

廃絶研究センター客員研究員） ⑧親子クッキング ⑨映画と講演「南の島の大統領～沈みゆくモルディブ～」 ⑩親

子ＩＴプログラミング ⑪アニメ映画「はだしのゲン」 ⑫ことばのオリンピック ⑬講演「平和作りを現場から発信

する」（上智大学東大作教授）≪7/20 プレイベント≫ ⑭ゴスペルクラブ町田サマーコンサート≪8/3 プレイベント≫ 

【ヒロシマ継ぐ展実行委員会企画】⑮自由研究サポート教室（小学生向け） ⑯広島市平和記念公園の地図をつくるス

タンプラリー ⑰広島を学べる消しゴムはんこを組み合わせてバックや巾着袋をつくろう ⑱みんなの声「平和への

願いを絵手紙に込めよう」 ⑲被爆アオギリの木のお話を聞いてチョークで葉を描こう、絵本原画展「絵で読む広島の

原爆」 ⑳若い世代が戦争体験の継承を考えるシンポジウム（明星大学竹峰誠一郎准教授） ㉑広島被爆体験伝承者楢

原泰一さんとお話をしよう 

参加者の反応 
・毎年この時期だけ戦争について思いめぐらしていますが、母親になったので、これから子どもと一緒に考えていきた

いです。 

・ひろしまの人たちがどれほどつらい思いをしたかがわかりました。 

・戦争がない、平和な世界を作り出すのは僕たち、若者だと思うので戦争の怖さを伝えていければいいなと思います。 

・原爆について聞く機会はありましたが、その後の復興について知ることも考えることもあまりなかったので、新しい

発見がありました。広島と長崎の違いも初めて知ることができて良かったです。 

・平和のこと、環境のこと、とても濃密な時間を過ごせたと思います。学術的な「平和」というものを深く学ぶ機会が

なかったため、とても勉強になりました。 

・声高に平和を論ずる声よりも、長年本気に関わってきた方のお話にはいたく心を動かされました。 

成果 
・19 年度は『ヒロシマ「 」継ぐ展実行委員会』（以下「継ぐ展」）との共催で実施したことにより、例年と比べ充実

した内容となり、来場者数は昨年より７８７人多い、２，２８６人となった。 

・「継ぐ展」のメンバーは１０～３０代の若い世代であり、新たな視点での内容の企画も増え、例年より展示、イベン

トを多く開催することができた。バラエティに富んだ内容となり、来場者の滞在時間は例年より長かった。 

課題 
・「継ぐ展」共催イベントの開催期間は平日のみとした。結果的に来場者数に大きな影響は無かったものの、土日にし

か来館できない市民への配慮も必要であった。 

・来年度以降も、今回の「継ぐ展」との共催の経験を糧に、市民による企画も交えた企画展の検討を行う。 

取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。） 

 パワーポイント、戦時資料・生活用具、展示物、制作、調理、映像、紙芝居、図書 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

□掲載可能（素材を添付してください）   ☑掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。 


